
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T2101 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 c 単位数 ２単位 年次 １～４年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この科目は全年次が選択できる科目です。この科目を通じて、運動の楽しさや安全への配慮、

生涯にわたって運動を継続する能力を身につけましょう。 

・運動の得意・不得意にかかわらず、仲間と協力し、積極的に授業に参加しましょう。 

・生徒同士が互いに教え合い、学び合う授業を目指し、失敗を恐れずにチャレンジする気持ちを

大切にしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技

能を身に付けるようにする。 

・運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する

とともに，他者に伝える力を養う。 

・生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊か

で活力ある生活を営む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

運動の合理的、計画的な実践

を通して、運動の楽しさや喜

びを深く味わい、生涯にわた

って運動を豊かに継続する

ことができるようにするた

め、運動の多様性や体力の必

要性について理解している

とともに、それらの技能を身

に付けている。 

生涯にわたって運動を豊かに

継続するための課題を発見し、

合理的、計画的な解決に向けて

思考し判断するとともに、自己

や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

生涯にわたって継続して運動

に親しむために、運動における

競争や協働の経験を通して、公

正に取り組む、互いに協力す

る、自己の責任を果たす、参画

する、一人ひとりの違いを大切

にしようとするとともに、健

康・安全を確保している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前 

期
（ 

４
月 

） 

体
つ
く
り
運
動 

オリエンテ

ーション 

ラジオ体操

【第一】 

新体力テス

ト 

体ほぐしの

運動 

実生活に生

かす運動 

a:体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動

を継続する意義，体の構造，運動の原則などを

理解している。健康の保持増進や体力の向上

を目指し，目的に適した運動の計画を立て取

り組むことを理解している。（知識） 

・手軽な運動を行い，心と体は互いに影響し変化

することや心身の状態に気付くことができ

る。仲間と自主的に関わり合うことができる。

（運動） 

b:自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫している。自

己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

C:体つくり運動に自主的に取り組もうとしてい

る。互いに助け合い教え合おうとしている。一

人一人の違いに応じた動きなどを大切にしよ

うとしている。話し合いに貢献しようとして

いる。健康・安全を確保しようとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 

前 

期
（ 

４
月 

） 

陸
上
競
技 

５０ｍ走 

走り幅跳び 

a:記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，

技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察

の方法などを理解している。（知識） 

・短距離走では，中間走へのつなぎを滑らかにし

て速く走ることができる。走り幅跳びでは，ス

ピードに乗った助走から力強く踏み切って跳

ぶことができる。（技能） 

b:動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫し

ている。自己の考えたことを他者に伝えてい

る。 

c:自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静

に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう

している。自己の責任を果たそうとしている。

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に

しようとしている。健康・安全を確保しようと

している。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

前
期
・
（ 

４
月
・
５
月 

） 

 

球
技 

男子 

バドミント

ン 

女子 

テニス 

【バドミントン】【テニス】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。役割に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動きによ

って空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 

期
（ 

５
月 

） 

球
技 

男子 

ソフトボー

ル 

女子 

バレーボー

ル 

【ソフトボール】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。安定したバット操作と

走塁での攻撃，ボール操作と連携した守備な

どによって攻防をすることができる。（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

【バレーボール】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。役割に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動きによ

って空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 



 

※令和４年度以降入学生用 

前 

期
（ 

６
月 

） 

球
技 

男子 

卓球 

女子 

バドミント

ン 

【卓球】【バドミントン】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。役割に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動きによ

って空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 

前 

期
（ 

６
月 

） 

ダ
ン
ス 

フォークダ

ンス 

 マイムマ

イム 

a:感じを込めて踊ったり，みんなで自由に踊っ

たりする楽しさや喜びを味わい，ダンスの名

称や用語，踊りの特徴と表現の仕方，交流や発

表の仕方，運動観察の方法，体力の高め方など

を理解することができる。（知識） 

・イメージを深めた表現や踊りを通した交流や

発表をすることができる。日本の民踊や外国

の踊りから，それらの踊り方の特徴を捉え，音

楽に合わせて特徴的なステップや動きと組み

方で踊ることができる。（技能） 

b: 表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫し

ている。自己や仲間の考えたことを他者に伝

えている。 

c: ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに

助け合い教え合おうとしている。作品や発表

などの話合いに貢献しようとしている。一人

一人の違いに応じた表現や役割を大切にしよ

うとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 
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前 

期
（ 

７
月 

） 

球
技 

男子 

サッカー 

女子 

バスケット

ボール 

【サッカー】【バスケットボール】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。安定したボール操作と

空間を作りだすなどの動きによってゴール前

への侵入などから攻防をすることができる

（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 
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前 

期
（ 

７
月 

） 

球
技 

男子 

バスケット

ボール 

女子 

バドミント

ン 

【バスケットボール】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。安定したボール操作と

空間を作りだすなどの動きによってゴール前

への侵入などから攻防をすることができる

（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

【バドミントン】 

a:勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法な

どを理解することができる。（知識） 

・作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展

開することができる。役割に応じたボール操

作や安定した用具の操作と連携した動きによ

って空いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる（技能） 

b:攻防などの自己やチームの課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫

している。自己や仲間の考えたことを他者に

伝えている。 

c:種目に自主的に取り組むとともに，フェアな

プレイを大切にしようとしている。作戦など

についての話合いに貢献しようとしている。

一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に

しようとしている。互いに助け合い教え合お

うとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト 

パフォーマ

ンス課題 

観察 

ワークシー

ト 
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前 

期
（ 

７
月 

・
８
月 

） 

体
育
理
論 

運動やスポ

ーツの技能

の上達過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 運動やスポーツの技能の上達過程を試行錯

誤の段階，意図的な調整の段階及び自動化の

段階の三つに分ける考え方があること，また，

これらの段階に応じて，効果的に上達を図る

ためには，良い動きを参考として自己の課題

を設定すること，課題解決のための自己に適

した練習方法を選択すること，自己観察や他

者観察を通して課題を発見し解決すること，

上達に応じて次の課題を設定することといっ

た取り組み方が運動の継続に有効であること

を理解できる。技能の獲得には，一定の期間が

かかることを踏まえ，解決すべき課題を意識

した上で，繰り返し取り組むことが安定した

技能の定着につながることについて理解でき

る。（知識） 

b: 運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ

いて，課題を発見し，よりよい解決に向けて思

考し判断するとともに，他者に伝えている。 

c: 運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ

いての学習に主体的に取り組もうとしている。 

 

観察 

ワークシー

ト 

小テスト 

観察 

ワークシー

ト 

小テスト 

観察 

ワークシー

ト 

前 

期
（ 

７
月 

・
８
月 
） 

体
育
理
論 

運動やスポ

ーツの活動

時の健康・安

全の確保の

仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 運動やスポーツを行う際は，気象条件の変化

など様々な危険を予見し，回避することが求

められること及び，気象条件や自然環境の変

化など様々な危険を予見し回避するために

は，けがや事故の防止のための対策，発生時の

処置，回復期の対処などの各場面での適切な

対応方法を想定しておくこと，けがや事故に

つながりそうな体験から行動や活動環境の修

正を図ることが有効であることを理解でき

る。（知識） 

b: 運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ

いて，課題を発見し，よりよい解決に向けて思

考し判断するとともに，他者に伝えている。 

c: 運動やスポーツの効果的な学習の仕方につ

いての学習に主体的に取り組もうとしている。 

 

観察 

ワークシー

ト 

小テスト 

観察 

ワークシー

ト 

小テスト 

観察 

ワークシー

ト 
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前 

期
（ 

７
月 

・
８
月 

） 

体
育
理
論 

ライフステ

ージにおけ

るスポーツ

の楽しみ方 

a: スポーツには，乳・幼児期から高齢期に至る

ライフステージごとに，体格や体力の変化な

どに見られる身体的特徴，精神的ストレスの

変化などに見られる心理的特徴，人間関係や

所属集団の変化などに見られる社会的特徴に

応じた多様な楽しみ方があることを理解でき

る。ライフステージにおけるスポーツの楽し

み方は，個人のスポーツ経験や学習によって

育まれたスポーツに対する欲求や考え方，健

康や体力を求める必要性や個人の健康目標な

どによっても変化するものであることを理解

できる。（知識） 

b: 豊かなスポーツライフの設計の仕方につい

て，課題を発見し，よりよい解決に向けて思考

し判断するとともに，他者に伝えている。 

c: 豊かなスポーツライフの設計の仕方につい

ての学習に主体的に取り組もうとしている。 

観察 

ワークシー

ト 

小テスト 

観察 

ワークシー

ト 

小テスト 

観察 

ワークシー

ト 

後期は実施しない 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 

 


